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Structure Painting

「Structure Painting」がホームページでカラー閲覧できます。

　10月１日よりVol.35, No.1（平成 19年３月発行）以降の「Structure Painting ─橋梁・鋼構造
物塗装─」が当協会ホームページ（http://www.jasp.or.jp）で閲覧できるようになりました。
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数工程になり、経費削減が求められる時勢から、弊社
では工程短縮型に注力し、下塗りと上塗り機能を併せ
持つ省工程型塗料の開発を行ってきた。また、独立行
政法人土木研究所と塗料メーカー 5 社との共同研究で
材料コストを削減した新規塗料を用いた塗装系につい
ても試験を実施している 5）。樹脂成分中のふっ素含有量
を減らして材料コストを下げたシロキサン架橋型ふっ
素樹脂塗料上塗を供試し、ふっ素含有量と耐候性の関
係を調査した結果を図-2 に示す。沖縄暴露 5 年間の結
果、樹脂成分中のふっ素含有量が 15％未満であっても、
シロキサン架橋型であれば従来品のイソシアネート架
橋型ふっ素樹脂塗料上塗と同等以上の塗膜耐久性を有
することを確認している 6）。

このことから、シロキサン架橋型塗膜を採用するこ
とで、従来のふっ素樹脂塗料と同等の性能を確保しな
がらふっ素含有量を最適化することが可能である。さ
らに、弊社独自のレオロジーコントロール技術と高固
形分設計により工程数削減と VOC 排出量の削減が可
能である。

これらの技術を応用して開発した、コストパフォー
マンスに優れる、高耐候性なふっ素樹脂塗料の架橋イ
メージを図-3 に示す。

3．性能

3.1　耐候性
開発品は従来のふっ素樹脂塗料上塗と同等以上の高

図-3　開発品の架橋イメージ

図-4　屋外暴露耐候性試験（沖縄）

図-5　キセノンアークランプ式耐候性試験
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耐候性を有している。屋外暴露耐侯性試験（沖縄 2 年
暴露）、キセノンアークランプ式耐候性試験結果を図- 
4、図-5 に示す。開発品は従来のふっ素樹脂塗料と同
等以上の光沢保持性を有している。

3.2　厚塗り性
開発品は低 VOC でかつ 1 回の刷毛による塗装で 60 

μm を確保できる厚塗り性に優れた塗料である。本
性能は高固形分で低粘度の樹脂及び特殊粘性調整剤を
用いて可能となった。HAAKE 社製レオスペクトラ
RS150 を用いて、剪断速度を変化させたときの粘度挙
動、及び粘度回復性を図-6、図-7 に示す。

従来のふっ素樹脂塗料上塗と比較して、開発品は高
剪断速度時の粘度は同等でありながら、低剪断速度時
の粘度は高く、粘度回復性も優れていることから、刷毛・

ローラー作業性に優れた粘度挙動を示している。

3.3　コスト及びVOC削減効果
図-8 に開発品のコスト削減効果を示す。開発品はシ

ロキサン架橋系ふっ素樹脂の適用と、独自のレオロジー
コントロール技術によって塗装工程を 1 工程省略する
ことができ、安価なポリウレタン仕様とほぼ同等のコ
ストでの塗装システム設計が可能である。

また、開発品は従来のふっ素樹脂塗料上塗と比較す
ると高固形分化の設計になっており、従来のポリウレ
タン仕様・ふっ素仕椋より VOC の排出量を低減して
いる。表-1 に厚膜耐候性システムにおける VOC 排出
量削減効果例を示す。ポリウレタン仕様と比較して約
40％、ふっ素仕様と比較して約 30％の VOC の削減が
可能である。

図-6　粘度挙動
図-7　粘度回復挙動

図-8　コスト削減効果
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3.4　低汚染性
都市部での汚れ成分は自動車の排気ガスなどの疎水

性成分であり、塗膜の表層を親水化させると汚れ成分
と塗膜の間に雨水などが入り込み、雨水と一緒に汚れ
成分が落ちて低汚染性を発現する。開発品は折り曲げ
た塗板を東京都大田区にて 1 年間暴露する雨筋汚れ性
試験において、雨筋もほとんどなく良好な結果を示し

ている。また、土木用防汚材料Ⅰ種（財団法人 土木研
究センター）の品質を満足する優れた低汚染性を有す
る。結果写真を図-9 に示す。

3.5　規格適合性
開発品の JIS K5659:2008 の 1 級性能試験の結果を表- 

2 に示す。全ての項目について満足する品質である。

表-1　VOC 削減効果

図-9　雨筋暴露・土木用防汚材料Ⅰ種試験結果
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4．おわりに

今後、道路や鉄道の橋梁、発電所や工場プラントな
ど大型鋼構造物の塗装は、塗替えの市場が拡大してい
く傾向にある。LCC 低減の観点から、コストを削減し
た高性能な重防食塗装システムの確立が必要になって
きており、開発品がこうした要求の一助になれば幸い
である。

表-2　JIS 規格適合性（JIS K5659-2008 1 級）

【参考文献】
１）	 社団法人日本道路協会：鋼道路橋塗装・防食便覧，p.Ⅱ-1，2006
２）	 杉島正見，冨田賢一，後藤宏明 , 木下奈央：環境対応・省工程型高耐久性塗料，塗料の研究，No.142 ，pp.15-20，2004
３）	 黒川雅哲，中野正，後藤宏明：省力型塗料「下塗上塗兼用塗料」の開発，防錆管理，Vol.47，No.8，pp.300-304，2003
４）	 後藤宏明：環境対応型省工程塗装システム，防錆管理，Vol.49，No.3，pp.92-97，2005
５）	� 守屋進，浜村寿弘，後藤宏明，藤城正樹，内藤義巳，山本基弘，斉藤誠：鋼道路橋重防食塗装系の性能評価に関する研究，

土木学会論文集 E，Vol.66，No.3，pp.221-230，2010
６）	� 後藤宏明，守屋進，浜村寿弘：鋼構造物用ふっ素樹脂塗料におけるふっ素含有量と塗膜性能に関する研究，防錆管理，

Vol.55，No.2，pp.43〜48，2011
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昨年、3月 11日の大震災が起きて
から半年後、連日の猛暑続きから涼し
いところを求めて、東北も落着いたし
もう良いだろうと気分転換に9月16
日から函館─小樽─札幌─洞爺湖へ観
光に出かけた。3年前、洞爺湖のG8
サミットを開催したザ・ウィンザーホ
テルに泊まり湖を眺めるのが最終目的
だった。
東京から東北新幹線で新青森駅へ。
特急に乗り換え青函トンネルを潜って
函館まで6時間半。いつもは北海道へ
は空の旅だが、列車の旅もゆったりし
て車窓からの眺めも移り変わりして素
晴しい。
東北新幹線は仙台から北上山地と奥
羽山脈に挟まれた平野を走り、広がる
稲田はもうすっかり黄金色に彩られ秋
の到来を告げている。仙台市街は高層
ビルが立ち並び大震災にも何事も無
かったように見えたが、住宅地では屋
根瓦がずれてしまったのか所々青いビ
ニールシートが屋根を被っているのが
見える。
東北の鉄道 10路線が未だに不通、
岩手県内の三陸鉄道など JR4路線は
現行ルートでの復旧を目指しているが
その完成の目途は立っていない。新幹
線も2ヶ月ストップ。橋脚のひび割れ、
桁のずれを修復して現在は一部速度を
落としての走行だが、あと1週間で通
常通りの運行になるという。地方鉄道
となると更に見通しは暗い。かつて首
都高速道路が豪雪のため3日間ストッ
プして連日連夜の苦闘、阪神淡路大災
害では、高架橋の倒壊を目前にして呆

然としたのが記憶に甦ってくる。
津軽海峡の海底、青函トンネルを
30分で通り抜けると、函館山（臥牛山）
が湾の遥か彼方に見えてき、新青森か
ら2時間で函館に到着した。
元町公園を散策する。日和坂の坂下
に、東海の小島の磯に佇む石川啄木の
像があり、彼が住んだ青柳町はこの辺
り。「函館の青柳町こそ　悲しけれ　
友の恋歌　矢車の花」がその名を残し
ている。（写真-1）函館の名所の一つ、
五稜郭公園へ廻る。明治維新の際の函
館戦争に名を残すが、新築なった奉行
所風博物館分館を見学する。（写真-2）
函館の町外れ、湯の川温泉に泊った。
ホテルは津軽海峡の海辺、砂浜に海猫
が群がり遠く下北半島が霞んで見える。
夜、函館山からの夜景を満喫してこの
日の幕を閉じた。
早朝、4時半ユサユサ寝床が揺れる
のに目が覚めた。12階建てのホテル
の7階に泊っていたのだが、そのゆっ
くりした揺れの周期を初めて体験し、
高いビルの怖さを実感することになっ
た。その後、1時間半おきに3回やっ
てきた。震度 3位だろうか、やがて
TVが震源地は岩手と告げる。まだ東
日本大地震はその後を引いていた。

3月 11日、午後から銀座和光裏の
映画館で友達と「ショパン哀しみと愛
の旋律」を見ていた。
マジョルカ島での2人の暮らしが映
し出された頃、突然ぐらぐら座席が揺
れだした。思わず前の座席の背もたれ
にしがみついた。強烈な地震に悲鳴が
上がり、皆立ち上がりわれ先に出口に
向かう。直ぐ外に出るほうが危ないと
思ったがいつのまにか2人だけ居残っ
てしまった。映画は関係なくそのまま
続いている。
銀座は人の波、ビルを見上げ途方に
くれている。日比谷交差点付近でバス
を待つこと1時間。諦めて銀座一丁目
のわが娘が経営しているギャラリーで
時間をつぶす事にした。2、3時間待
てば地下鉄が動き出すだろうという見
通しも甘く今夜中不通の報道にやむを
得ず池袋の自宅まで歩く覚悟を決めた。
歩道は帰途の人で溢れ、車道は乗用

車の間をサイレン鳴らす消防車がけた
たましい。人で溢れた東京駅前、丸の
内から竹橋を通り、飯田橋でそば屋に
立ち寄り腹ごしらえして一休み。銀座
を 7時に出て家にたどり着いたのは
10時半。一緒だった友人の家は目白、
江戸川橋で別れたが無事帰宅の連絡が
あった。
まさに帰宅難民、携帯電話は通じず
護国寺近くで公衆電話を見つけやっと
家に連絡がとれた。お陰で歩く事には
まだまだ大丈夫という自信がついたの
だが。今回は大変な体験、戦時中の空
襲を思い出した。
昭和20年春、従兄に誘われて銀座
の画廊に出かけた。三越の裏道を歩い
ている時、突然空襲のサイレンが鳴り
出した。上空にB29爆撃機が並び黒
い爆弾をこちらに向けて落下させてく
るのが見える。慌てふためき丁度開い
ていた民家に飛び込んだ。頭が割れる
ような物凄い地響きが起きた。一瞬の
間だった。表通りには人が倒れ、反対
側のビルは爆弾で破壊されている。服
部時計店のブラインドは大きく外側に
歪み、地下鉄渋谷線の上の道路はぶち
抜かれ大穴が開いていた。
当時住んでいたのは目黒の碑文谷。
銀座から焼け野が原の青山通りを抜け
て渋谷まで歩き、動きだした東横線に
乗り込む。反対側の家に飛び込んだら
どうなっていたかと思い出しても背筋
が寒くなる。

今回の震源地は三陸沖合遥かだが、
地震の大きさはM9というわが国観測
史上最大級といわれる。
太平洋プレート延長 600km にわ
たって海底地盤が割れ、ずれ込んだ。
その地盤変動の影響が地震となり大津
波を引き起こしている。激震は社会基
盤の鉄道、道路を寸断し、大津波は沿
岸の町、港を壊滅状態にし、車、漁船
を家々の上に押し上げてしまった。三
陸リアス式海岸では概ねその高さは
15mを超え、福島の沿岸では 10m
を超える津波が襲ったという。
日毎に大惨事の実情が新聞、テレビ
で明らかになり、ただひたすら耳目を
傾けるのみとなる。

※本誌 編集委員長



Structure Painting Vol.40 25

流された家々、横倒しになった観光
船を何処へどうやって整理するのか。
仙台空港の滑走路では航空機が一機水
没寸前の姿を見せている。東北、山形、
秋田の新幹線はストップし、三陸海岸
の鉄道は山崩れで、ずたずたになって
いる。
今回の災害は三陸海岸だけでなく、
千葉製油所が爆発し、浦安、東京ディ
ズニーランドの埋立地では地盤の液状
化によって家が傾き、駐車場の路面が
波打ってしまった。東京でも首都高速
湾岸線の鶴見付近の平地部は波打ち、
徹夜で復旧したが、路側のガードレー
ルはうねったままに放置され、桁の一
部のずれが発見されている。近所の人
が当日外に飛び出し、池袋サンシャイ
ンビルの屋上階がゆっくり揺れるのを
目にしている。近くの護国寺の墓地で
は大きな石燈籠が各所で倒れており、
東京でも無事ではなかった。
大震災による死者、行方不明者は約
2万名と報じられていた。
テレビに出る大津波が去った後の三
陸海岸の惨状には、目を覆いたくなる
ものがある。また戦争中のことを思い
出させるからだ。通学していた都立上
野中学は上野公園の一画にあった。東
京大空襲のあと上野寛永寺の岡の上か
ら下町を見下ろすと、茫々の焼け野原
が広がり遠く浅草寺の屋根だけが見と
められる。足元の焼け跡の広場には焼
死者が次々に運び込まれていた。勤労
動員で働かされた千住の工場近くの隅
田川で溺死体が幾体も護岸に寄って浮

かんでいる様子が甦り、悲惨なシーン
が目の前で再び繰り返されているよう
な気持ちになってくる。

今回の被害で最大の課題を残したの
は、福島第一原子力発電所の災害では
ないだろうか。
1号、3号、2号炉と相次いで大津
波を受けて爆発、外壁がすっ飛んだ。
その後4号炉も爆発の報道があり放射
能汚染の恐怖が広がり、近隣住民の避
難が強要され、海水汚染による海産物、
農産物の長期にわたる危惧が生じた。
対策も試行錯誤に近く、東京電力は計
画停電を通告したが要領をえず、都内
に電車の間引き運転もばらばら、各所
のエスカレーターも止まってしまった。
東京消防庁、機動隊、各国からの救
援隊が現地に到着、遭難者の救出、救
難物資の輸送に従事してくれまさに世
界を揺るがす大災害の様相を呈してき
た。
我が家でも、地震発生から3日後か
つてホームステイしていたフランスの
女子学生、今は結婚して子供もいるが、
その2人からそれぞれ見舞いのメール
が入った。
「大丈夫？パリーの父の家に部屋が
空いているから避難してきたら！」と
原発事故を心配してくれている。世界
を揺るがす規模で今回の惨事の情報が
広まっており、そのメールの返事に苦
労する始末だった。

1955年原子力基本法が成立した。

原子力エネルギーも制御可能であり民
生への利便性が評価されその後プラス
指向で原子力発電所が各地の海岸辺り
に建設される。現在54箇所となって
いる。
今回の大事故は想定外だからやむを
得ないという話が飛び出した。想定は
どうなっていたのか。大きな河川の堤
防を整備する場合は200年確率の流
量を設定し、本四連絡橋は100年確
率の風速を想定している。フランスの
道路橋は120t の戦車が載荷重量とし
て設計されている。日本では戦後 9�
ton トラックから 20ton、そして現
在は45ton に引き上げられ耐久性を
考慮して安全率でカバーしている。耐
震設計も阪神淡路大震災後、建築も地
震加速度を50％引き上げた。ではそ
れ以前の構造物はどうなるのか。これ
を想定外というわけにもいかず、耐震、
制震、免震工法が生み出されてきてい
る。
阪神高速道路の甲子園付近で高架橋
が横倒しになった。基礎を掘って調べ
ると直径 1mのコンクリート基礎杭
がすべて輪切れにひび割れが入ってい
た。直下型の地震に近かったため上に
持ち上げられ、横に揺さぶられて転倒
したと考えられる。
免震、制震構造はモデル実験などで
安心感を与えてくれているが上下動を
加えたらどうなるか、原発構造補強の
課題であり、想定外と言う訳にもいか
なくなるのではないか。

写真-1　函館　日和坂 写真-2　五稜郭奉行所
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さて、今後如何にあるべきか、日本
の電気消費量の30％は原発に頼って
きている。
原発は全国で54基、平均25年経
過し稼動は約50％、運転40年超過
は10年後にはその30％敦賀原発は
41年経過して原子炉の老朽化が危惧
されている。
脱原発の気運が高まってきているが、
資源のない日本で大容量の電力を保持
するとなると、ただちに原発を停止す
ると言う訳にはいかない。代替電源の
開発として化石燃料、水力、自然エネ
ルギーとしての太陽光、風力発電が上
げられるが天候に左右され効率は悪い
し、長期間の整備が必要になってくる。
浜岡原発は稼動停止となった。地元
御前崎市は年間予算の40％を占める
原発による交付金が無くなると危惧し、
隣の牧の原市は永久停止の議会決議、
近接の自動車工場はその去就が問題に
なってくる。
地震国の日本、あらためてストレス
テストが実施されているが、再整備、
再稼動、町の活性化、難題が山積して
いる。
電気が出てくる源も考えず、好きな
だけ電力を消費する生活に慣れてきた。
町は明るく、地下鉄は煌々と輝いてい
る。今の生活の利便から昔のクーラー
のない、風呂を焚き、洗濯の手洗いな
ど煩雑な暮らしに戻るわけにもいかな
い。逆戻りせず、更に生活をエンジョ
イすることを孫、子に引き継いでいく
ためには如何にすべきか。自然エネル

ギーも良いが満ち足りるまでには時間
がかかる。さしあたって今の原発があ
る限り新たな安全基準を作成して維持
管理を徹底しなければならないし、原
発にいずれ依存しない新たな地域造り
を考えねばならないのではなかろうか。

大津波の被害にあった市町村の復興、
新たな街造りも大きな課題である。
被害地の瓦礫の撤去、放射能汚染さ
れた廃材の処理、高レベル廃棄物は
10万年後まで残る「負の遺産」だと
いう。地下深く閉じ込めるしかないが、
地殻変動の激しい国土で断層がずれ込
んだらどうなるか。
「原発のゴミの仕事は、今の世代の
責任だ」と言われて気が遠くなる。
新たな街造りのための計画として住
民は丘の上に移転とういのは容易だが、
店舗、港湾施設、道路網は如何にある
べきか。
昔、戦災復興に立ち上がった東京都
では様々な都市計画が立案された。先
ず道路整備から始まり、環状ルートと
して 1号から 8号線までが図示され
た。現在完成しているのは環5から環
8まで。環6（山手通り）が計画通り
に出来上がるまでに60年近い歳月が
経過している。隅田川に沿って河口ま
で、パリーのセーヌ河岸のように車道、
遊歩道が計画されたが、当時の都市局
長は、伝え聞いた日本橋浜町河岸に並
ぶ料亭の女将さん、応援する都議達に
取り囲まれ断念してしまった。実現し
たのは浅草近辺の隅田川公園のみ。お

陰で隅田川の大花火は川に浮かぶ屋形
船からか、ビルの隙間から覗き見るし
かない。
三陸被災地の市民全体の総意となる
と大変な時間と困難が伴いそうだ。狭
くて曲がりくねったパリーの街路を整
然と大改造させたナポレオン3世に似
た手腕のリーダーが現れて欲しいのだ
が。

話は振り出しに戻る。北海道の旅の
最後に泊った洞爺湖のザ・ウィンザー
ホテル、泊った部屋からの眺望は素晴
らしかった。島が中央に浮かぶ洞爺湖
が一望でき、遠く有珠山の山並みが霞
む。1階のロビーでは、遥々やって来
たアメリカ原住民のナバホと当地のア
イヌが踊りを競演していて皆和やかに
拍手を送っている。（写真-3、4）
夜8時半過ぎ、部屋から遥か見下ろ
す洞爺湖町の湖畔で花火が上がった。
遠く握りこぶしくらいに小さく花開く
のが眺められた。15分ほどで打ち上
げ終わると霧で何も見えなくなり、町
に明かりが数珠にちりばむ情緒纏綿の
抒情を繰りひろげる。
津軽海峡隔てた東北と北海道、今度
ばかりはその雰囲気の違いに感一入
だった。
東日本大震災に直面した人々、将来
見つめて早く立ち直って欲しいと願う
のみである。
� おわり

写真-3　ザウィンザーホテル 写真-4　ナバホの踊り
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第1回定時総会・懇談会を開催

第 1 回定時総会は 5 月 18 日（金）、午後 3 時 00 分よりアルカディア市ヶ谷 4 階「飛鳥」におい

て開催された。

総会は、鈴木会長の挨拶、国土交通省大臣官房技術調査官　渥美　雅裕　氏の来賓挨拶の後議事に

入り、「平成 23 年度事業報告」、「平成 24 年度事業計画」、「平成 24 年度収支予算書」、「役員の職務

について」が報告された。

第 1 号議案「平成 23 年度収支決算」については、特に異議はなく、原案どおり承認、可決された。

以上ですべての議事を終了し午後 4 時 45 分に閉会した。

〔役員の職務名簿〕

会　　　　長　　　鈴　木　精　一

副　 会　 長　　　加　藤　敏　行

副　 会　 長　　　奈良間　　　力

業務執行理事　　　須　本　重　徳

� （敬称略、）

午後 5 時から同所 4 階「鳳凰」において「懇談会」を開催した。懇談会は鈴木会長の挨拶、国土交

通省 土地・建設産業局 建設市場整備課長補佐　野原　博之氏の祝辞の後、一般社団法人日本塗装工業

会 会長 多賀谷嘉昭氏の乾杯の音頭で開宴、午後 7 時過ぎ盛会裏に散会した。

総会：鈴木会長の挨拶　挨拶 総会：国土交通省　渥美技術調査官　来賓
挨拶

懇談会：国土交通省　野原建設市場整備課
長補佐　来賓挨拶

平成24年度会長表彰

平成 24 年度表彰式は第 1 回定時総会終了後に行われ、技術功績者表彰優秀施工賞を増田聖史氏（株

式会社コーケン）、が受賞、また、株式会社コーケン、株式会社ナカムラ、団体 2 社が受賞、優秀技

能者表彰を太田久和氏（株式会社加賀昭塗装）が受賞した。個人 2 名、団体 2 社に対し表彰状を授与

し、併せて、副賞として記念品を贈呈した。
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平成23年度優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）

「優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）」は、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従

事している建設技能者の中から、特に優秀な技能・技術を持ち、後進の指導・育成等に多大な貢献を

している者を国土交通大臣が顕彰することにより、「ものづくり」に携わる者の誇りと意欲を増進させ

るとともに、その社会的評価の向上を図ることを目的としている。

「平成 23 年度優秀施工者国土交通大臣顕彰式」は 9 月 15 日、東京・メルパルクホールにおいて

行われ、当協会推薦の亀岡　美之氏（昌英塗装工業株式会社）、藤澤　忠雄氏（安保塗装株式会社）、

をはじめ 400 名余が国土交通大臣より顕彰され、顕彰状と徽章が贈呈された。

「高塗着スプレー塗装施工管理技術者」認定講習・試験を実施

平成 23 年度「高塗着スプレー塗装施工管理技術者」認定講習・試験は、7 月 1 日東京オフィスビル、

および 7 月 4 日に名古屋中小企業福祉会館、7 月 20 日広島長崎塗装会議室において実施され、72

名（新規 13 名、更新 59 名）が認定された。これで平成 16 年度からの認定者の累計は 267 名となっ

た。

「高塗着スプレー塗装技能士」講習会を開催

平成 23 年度「高塗着スプレー塗装技能士」講習会を東京・名古屋及び広島で実施し、52 名（新

規 19 名、更新 33 名）が修了した。これで、平成 16 年度からの修了者の累計は 222 名となった。

塗装技士会　第12回通常総会を開催

日本塗装土木施工管理技士会（略称：塗装技士会）「第 12 回通常総会」は、5 月 17 日、午後 5

時 10 分よりアルカディア市ヶ谷 5 階「大雪」において開催され、下記の議事が原案どおり承認された。

第 1 号議案　　　平成 23 年度事業報告承認の件

第 2 号議案　　　平成 23 年度収支決算承認の件

第 3 号議案　　　平成 24 年度事業計画（案）決定の件

第 4 号議案　　　平成 24 年度収支予算（損益ベース）（案）決定の件

以上ですべての議事を終了し午後 5 時 30 分に閉会した。
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会議等開催状況

【第 39 回通常総会】

日　時　　平成 23 年 5 月 27 日（金）14 時 30 分開会

場　所　　アルカディア市ヶ谷　7 階　「芙蓉」

議　事　　第 1 号議案　平成 22 年度事業報告承認の件

　　　　　第 2 号議案　平成 22 年度収支決算承認の件

　　　　　第 3 号議案　平成 23 年度事業計画（案）決定の件

　　　　　第 4 号議案　平成 23 年度収支予算（案）決定の件

　　　　　第 5 号議案　「一般社団法人」への移行及び「定款の改正（案）」等の承認の件

　　　　　第 6 号議案　役員改選の件

【第 340 回理事会・第 49 回運営審議会】

日　時　　平成 23 年 4 月 22 日（金）13 時 30 分〜 15 時 00 分、

	 15 時 00 分〜 16 時 30 分

場　所　　鉄鋼会館　803 会議室

議　題　　（1）平成 22 年度事業報告（案）の承認について

　　　　　（2）平成 22 年度収支決算報告（案）の承認について

　　　　　（3）平成 22 年度事業監査の報告について

　　　　　（4）役員の改選（案）について

【第 341 回理事会】

日　時　　平成 23 年 10 月 14 日（金）15 時 00 分〜 16 時 30 分

場　所　　鉄鋼会館　802 会議室

議　題　　（1）定款の一部修正（案）の承認について

　　　　　（2）「一般社団法人」移行認可申請（案）の承認について

【第 50 回運営審議会】

日　時　　平成 23 年 7 月 28 日（木）15 時 00 分〜 17 時 00 分

場　所　　鉄鋼会館　803 会議室

議　題　　（1）当協会の運営の検討について

　　　　　（2）法人法改正による定款の改正（案）の審議について

　　　　　（3）正会員入会申請者の審議について

【第 342 回理事会・第 51 回運営審議会】

日　時　　平成 24 年 3 月 23 日（金）13 時 00 分〜 15 時 00 分

	 15 時 00 分〜 16 時 30 分

場　所　　鉄鋼会館　803 会議室

議　題　　（1）平成 24 年度事業計画（案）の承認について

　　　　　（2）平成 24 年度収支予算（案）の承認について

　　　　　（3）平成 24 年度会長表彰の承認について

　　　　　（4）正会員入会申請者の承認について
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恒例の技術発表大会は総会前日の5月17日（木）、

千代田区市ヶ谷のアルカディア市ヶ谷にて開催され

た。

鈴木会長による開会挨拶に続いて、特別講演「東

京ゲートブリッジの概要」ほか4テーマの発表がな

された。

今回の発表者には若手技術者が目立ち、バランス

のよい技術発表を提供でき盛会裏に終了した。本年は

昨年を上回る約170名が参加し熱心に聴講した（写

真-1）。

詳細は予稿集を参照していただきたい。

特別講演

東京ゲートブリッジの概要─景観性と構造性、特に塗

装耐久性─� 講師　保坂　鐵矢

東京港第3航路を横断する東京ゲートブリッジは

早くも首都有数の観光名所である。建設に先立ち施工

性、景観性、経済性、耐震性等を検討の結果、3径間

連続トラス・ボックス複合構造が選択された。トラス

橋が有する「古典的で無骨」なイメージを一新、都民

にも好感を持って受け入れられている。特に LCC低

減の見地から塗装の耐久性向上にも意を用い積極的

に採用されたコンパクト格点、全断面現場溶接などは

興味深いので改めて再読願えたらと思う。

技術報告

都市内におけるブラストによる素地調整の現場適用

検討� 講師　菊地　勇気

現場の取り回しを重視したブラスト機材、研削材

等を事前に調査、選定し、それぞれ組み合わせて粉じ

ん量や騒音程度を徹底検証した結果を数値主体に従

来工法と比較している。箱桁内面を施工する場合には

必須の情報であり、会員にとっても続報が待たれる内

容である。

工事報告

高塗着スプレーによる久慈大橋の塗替塗装工事

� 講師　田部　進

一般国道45号線に架かる久慈大橋を協会の特許

工法［高塗着スプレー塗装工法で塗り替えた工事報告

である。

現場特有の気象現象である「やませ」により、結

露等による工事遅れに悩まされたにもかかわらず、工

法の特長である塗装効率アップから遅れを上回る工

程進捗が得られ、また塗装ロスの低減によりRc-1塗

装系の塗料使用量を下回るなどの実績を得た。

新技術紹介

厚膜形ふっ素樹脂塗料の開発

� 講師　小金井　勇

暴露等の評価をふまえ、ふっ素含有量を適量減ら

してコストを低減させたシロキサン架橋形ふっ素樹

脂は、現行品と同等レベルの耐侯性を示し、目的を達

成したことが確認された。

あとがき

協会では日ごろ鋼橋塗装技術の普及、向上に努力

しているところですが、今後も会員や読者に役立つ貴

重な発表の場としてお役に立てることを願ってアン

ケートを実施いたしましたので結果を掲載します。準

備と講演、発表でお世話になった皆様にはご協力あり

がとうございました。お礼申し上げます。（写真-1）技術発表大会の様子

第15回技術発表大会報告
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一般社団法人 日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会
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会社名 〒 住所 TEL FAX

北海道地区（1社）
●北海道（1社）
㈱大島塗装店 063-0823 北海道札幌市西区発寒 3条 2-4-18 011-663-1351 011-664-8827

東北地区（15社）
●青森県（1社）
㈱富田塗装所 031-0804 青森県八戸市青葉 2-12-17 0178-46-1511 0178-46-1513

●秋田県（10社）
㈲大館工藤塗装 017-0823 秋田県大館市字八幡沢岱 69-7 0186-49-0029 0186-42-8592
㈱加賀昭塗装 011-0942 秋田県秋田市土崎港東 2-9-12 018-845-1247 018-846-8822
㈱黒澤塗装工業 010-0001 秋田県秋田市中通 3-3-21 018-835-1084 018-836-5898
三建塗装㈱ 010-0802 秋田県秋田市外旭川字田中 6 018-862-5484 018-862-5564
㈱タカペン 010-0948 秋田県秋田市川尻新川町 7-40 018-823-1373 018-863-1255
中仙塗装工業㈱ 010-1424 秋田県秋田市御野場 8-1-5 018-839-6110 018-839-6116
平野塗装工業㈱ 010-0971 秋田県秋田市八橋三和町 17-24 018-863-8555 018-877-4774
㈱フジペン 010-0802 秋田県秋田市外旭川宇田中 6-3 018-866-2235 018-866-2238
丸谷塗装工業㈱ 010-0934 秋田県秋田市川元むつみ町 7-17 018-823-8581 018-823-8583
㈱山田塗料店 015-0852 秋田県由利本荘市一番堰 180-1 0184-22-8253 0184-22-0618

●山形県（4社）
共栄産業㈱ 990-2161 山形県山形市漆山字石田 223-10 023-684-7255 023-684-7120
㈱トウショー 999-3511 山形県西村山郡河北町谷地字月山堂 870 0237-72-4315 0237-72-4145
㈱ナカムラ 997-0802 山形県鶴岡市伊勢原町 26-10 0235-22-1626 0235-22-1623
山田塗装㈱ 998-0851 山形県酒田市東大町 3-7-10 0234-24-2345 0234-24-2347

関東地区（30社）
●茨城県（1社）
㈱マスダ塗装店 310-0031 茨城県水戸市大工町 3-2-8 029-224-8807 029-272-3191

●群馬県（1社）
㈱石田塗装店 371-0013 群馬県前橋市西片貝町 2-225 027-243-6505 027-224-9789

●千葉県（3社）
朝日塗装㈱ 273-0003 千葉県船橋市宮本 3-2-2 047-433-1511 047-431-3255
呉光塗装㈱ 271-0054 千葉県松戸市中根長津町 25 047-365-1531 047-365-4221
ヨシハタ工業㈱ 260-0813 千葉県千葉市中央区生実町 1827-7 043-266-5105 043-266-5194

●東京都（15社）
㈱朝原塗装店 140-0011 東京都品川区東大井 1-13-12　クレールメゾン品川 109号室 03-3450-5148 03-3450-5190
磯部塗装㈱ 105-0014 東京都港区芝 3-24-2 03-3452-4631 03-3453-3494
久保田塗装㈱ 112-0013 東京都文京区音羽 1-27-13 03-6912-0406 03-6912-0407
建設塗装工業㈱ 101-0047 東京都千代田区内神田 3-2-1　栄ビル 3F 03-3252-2511 03-3252-2514
㈱河野塗装店 111-0034 東京都台東区雷門 1-11-3 03-3841-5525 03-3844-0952
昌英塗装工業㈱ 167-0021 東京都杉並区井草 1-33-12 03-3395-2511 03-3390-3435
㈱鈴木塗装工務店 120-0022 東京都足立区柳原 2-30-14 03-3882-2828 03-3879-0420
㈱第一塗装 144-0054 東京都大田区新蒲田 3-21-8 03-3735-0118 03-3735-0156
大同塗装工業㈱ 155-0033 東京都世田谷区代田 1-1-16 03-3413-2021 03-3412-3601
大豊塗装工業㈱ 110-0015 東京都台東区東上野 2-10-12　東上野二丁目ビル 03-3835-8415 03-3835-8496
㈱テクノ・ニットー 144-0051 東京都大田区西蒲田 3-19-13 03-3755-3333 03-3755-3355
東海塗装㈱ 146-0082 東京都大田区池上 5-5-9 03-3753-7141 03-3753-7145
㈱冨田鋼装 133-0052 東京都江戸川区東小岩 1-24-12 03-3672-1707 03-3657-1892
㈱ナプコ 135-0042 東京都江東区木場 2-20-3 03-3642-0002 03-3643-7019
平岩塗装㈱ 146-0083 東京都大田区千鳥 2-6-17 03-3759-9198 03-3759-9164
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●神奈川県（6社）
㈱コーケン 236-0002 神奈川県横浜市金沢区鳥浜町 12-7 045-778-3771 045-772-8661
㈱サカクラ 235-0021 神奈川県横浜市磯子区岡村 7-35-16 045-753-5000 045-753-5836
清水塗工㈱ 221-0071 神奈川県横浜市神奈川区白幡仲町 40-35 045-432-7001 045-431-4289
シンヨー㈱ 210-0858 神奈川県川崎市川崎区大川町 8-6 044-366-4771 044-366-7091
嶺岸塗装㈱ 252-0134 神奈川県相模原市緑区下九沢 1902-1 042-762-4800 042-761-4395
㈱ヨコソー 238-0023 神奈川県横須賀市森崎 1-17-18 046-834-5191 046-834-5198

●長野県（4社）
安保塗装㈱ 390-0805 長野県松本市清水 2-11-51 0263-32-4202 0263-32-4229
大澤塗装工業㈱ 390-0874 長野県松本市大手 5-4-6 0263-32-3533 0263-32-6619
桜井塗装工業㈱ 380-0928 長野県長野市若里 1-4-26 026-228-3723 026-228-3703
㈱ダイソー 390-0852 長野県松本市大字島立 810-1 0263-47-1337 0263-47-3137

北陸地区（12社）
●新潟県（2社）
㈱小島塗装店 943-0828 新潟県上越市北本町 2-6-8 025-523-5679 025-523-5195
平川塗装㈱ 950-0951 新潟県新潟市中央区鳥屋野 278-10 025-281-9258 025-281-9260

●富山県（1社）
住澤塗装工業㈱ 939-8261 富山県富山市萩原 72-1 076-429-6111 076-429-7178

●石川県（6社）
㈲沖田塗装 921-8066 石川県金沢市矢木 3-263 076-240-0677 076-240-3267
㈱川口リファイン 921-8164 石川県金沢市久安 2-234 076-245-4180 0761-76-3554
㈱酒井塗装店 920-0806 石川県金沢市神宮寺 2-29-21 076-251-2460 076-251-6738
萩野塗装㈱ 923-0901 石川県小松市泉町 14 0761-22-2630 0761-22-8015
㈱宮下塗装店 920-0966 石川県金沢市城南 2-21-20 076-221-8323 076-222-0889
㈱若宮塗装工業所 920-0968 石川県金沢市幸町 9-17 076-231-0283 076-231-5648

●福井県（3社）
㈱岡本ペンキ店 914-0811 福井県敦賀市中央町 2-11-30 0770-22-1214 0770-22-1227
㈱野村塗装店 910-0028 福井県福井市学園 2-6-10 0776-22-1788 0776-22-1659
㈱山崎塗装店 910-0017 福井県福井市文京 2-2-1 0776-24-2088 0776-24-5191

中部地区（7社）
●静岡県（3社）
㈱構造社 435-0051 静岡県浜松市東区市野町 906-4 053-433-3815 053-433-3237
佐野塗装㈱ 422-8041 静岡県静岡市駿河区中田 1-1-20 054-285-7191 054-281-6366
静岡塗装㈱ 421-3203 静岡県静岡市清水区蒲原 1-25-8 054-385-5155 054-385-5158

●愛知県（1社）
㈱佐野塗工店 457-0067 愛知県名古屋市南区上浜町 215-2 052-613-2997 052-612-3891

●岐阜県（3社）
㈱内田商会 502-0906 岐阜県岐阜市池ノ上町 4-6 058-233-8500 058-233-8975
岐阜塗装㈱ 500-8262 岐阜県岐阜市茜部本郷 3-87-1 058-273-7333 058-273-7334
㈱森塗装 500-8285 岐阜県岐阜市南鶉 7-76-1 058-274-0066 058-274-0472

近畿地区（8社）
●大阪府（5社）
㈱小掠塗装店 551-0031 大阪府大阪市大正区泉尾 3-18-9 06-6551-3588 06-6551-4319
㈱ソトムラ 577-0841 大阪府東大阪市足代 3-5-1 06-6721-1644 06-6722-1328
鉄電塗装㈱ 534-0022 大阪府大阪市都島区都島中通 2-1-15 06-6922-5771 06-6922-1925
㈱ハーテック 550-0022 大阪府大阪市西区本田 1-3-23 06-6581-2771 06-6581-3063
㈱ヤオテック 540-0017 大阪府大阪市中央区松屋町住吉 3-16　ヤオテックビル 2F 06-4304-2601 06-4304-2602
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●兵庫県（3社）
㈱伊藤テック 661-0043 兵庫県尼崎市武庫元町 1-29-3 06-6431-1104 06-6431-3529
㈱ウェイズ 657-0846 兵庫県神戸市灘区岩屋北町 4-3-16 078-871-3826 078-871-3946
千代田塗装工業㈱ 672-8088 兵庫県姫路市飾磨区英賀西町 1-29 079-236-0481 079-236-8990

中国・四国地区（11社）
●島根県（1社）
蔵本塗装工業㈱ 697-0027 島根県浜田市殿町 83-8 0855-22-0808 0855-22-7853

●岡山県（2社）
㈱西工務店 700-0827 岡山県岡山市北区平和町 4-7 086-225-3826 086-223-6719
㈱富士テック 700-0971 岡山県岡山市北区野田 5-2-13 086-241-0063 086-241-3968

●広島県（5社）
㈱カネキ 733-0841 広島県広島市西区井口明神 2-7-5 082-277-2371 082-277-6344
第一美研興業㈱ 731-5116 広島県広島市佐伯区八幡 3-16-13 082-928-2088 082-928-2268
司産業㈱ 734-0013 広島県広島市南区出島 2-13-49 082-255-2110 082-255-2142
㈱長崎塗装店 730-0031 広島県広島市中区紙屋町 1-1-13 082-247-9365 082-247-7034
日塗㈱ 721-0952 広島県福山市曙町 1-10-10 084-954-7890 084-954-7896

●徳島県（2社）
㈱シンコウ 772-0003 徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜 34-13 088-686-9225 088-686-0363
㈱平井塗装 770-0804 徳島県徳島市中吉野町 4-41-1 088-631-9419 088-632-4824

●香川県（1社）
中橋産業㈱ 762-0061 香川県坂出市坂出町北谷 314 0877-46-1201 0877-44-4424

九州地区（1社）
●大分県（1社）
清末塗装㈱ 870-0142 大分県大分市三川下 3-2-20 097-558-5525 097-558-5098

賛助会員
会社名 〒 住所 TEL

旭硝子㈱化学品カンパニー 100-8405 東京都千代田区丸の内 1-5-1　新丸の内ビルディング 03-3218-5040
関西ペイント販売㈱ 144-0045 東京都大田区南六郷 3-12-1 03-5711-8901
㈱島元商会 457-0075 愛知県名古屋市南区石元町 3-28-1 052-821-3445
神東塗料㈱ 661-8511 兵庫県尼崎市南塚口町 6-10-73 06-6426-3355
大日本塗料㈱ 554-0012 大阪府大阪市此花区西九条 6-1-124 06-6466-6661
㈱トウペ 592-8331 大阪府堺市西区築港新町 1-5-11 072-243-6411
日本ペイント販売㈱ 140-8677 東京都品川区南品川 4-7-16 03-5479-3602

（以上 7社）

沖縄地区（1社）
●沖縄県（1社）
㈱沖縄神洋ペイント 903-0103 沖縄県中頭郡西原町字小那覇 1293 098-945-5135 098-945-4962

（以上 86社）
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編集委員（五十音順）

　糸日谷淑光（本州四国連絡高速道路株式会社）
　田中　　誠（元財団法人鉄道総合技術研究所）
　津野　和男（三井住友建設株式会社・工博）
　半野　久光（首都高速道路株式会社）

編集幹事
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　守屋　　進（元独立行政法人土木研究所）
　若林　　大（株式会社高速道路総合技術研究所）

（通巻第 138号）Structure Painting - 橋梁・鋼構造物塗装 -

今、建設業界に激震が走っています。建設労働者の社会保険未加入問題です。我々にとって大変大き
な問題です。業界の現状を考えれば、元請や少なくとも 1次下請業者は当然加入しているにしても、2次・
3次下請で実際に現場で働いている作業員はほとんど加入していないのが実態であります。社会保険に
加入していないことは確かに良いことではありません。しかし今この厳しい状況で、超安値受注からお
きている労働者の超低賃金の中で、社会保険への加入により労働者の個人負担が増えることになれば、
益々建設業界離れが進み労働者不足に拍車をかけることになります。業界への入職者を増やそうという
試みが、入職者が増えるどころか、かえって現職者の離職につながってしまうと懸念されます。保険加
入による会社経費UP、労働者の個人負担UPの原資をどこが、誰が負担するのか？本当にできるのか？
我々にとって非常に大きな問題です。� （S. H.）

編 集 後 記

　  一般社団法人日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会

顧　問

　松崎　彬麿
会　長

　鈴木　精一
副会長
　加藤　敏行
副会長
　奈良間　力
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